
１０月２０日（金）に、６年生が薬栗の下池で「じゃことり」 
を行いました。池の底にたまった泥に足を取られながらも、子 
どもたちはマリンシューズを履いて網を持ち、鯰や鯉、鮒、小 
魚、カメなどをすくっていました。昔から行われている地域の 
伝統行事なのですが、子どもたちはこれらのことを体験する以 

外にもため池の役割やその維持管理についても学んでいます。 
今はあまりしていませんが、昔は獲った 
「じゃこ」を貴重なたんぱく源として食し 
ていたそうです。子どもたちが「じゃこと 
り」をした後には、たくさんのコウノトリ 
がきて魚をついばんでいました。薬栗の方 
々も休みの日には、「じゃことり」を楽し 
まれたそうです。 

じゃことり（６年生 総合的な学習） 

稲刈り（３・４年生） 
 １０月１７日（火）に、お天気にも恵まれ 
3年生が 6月に田植えをした田んぼで老人ク 
ラブの方々と稲刈りをしました。まず、３年 
生が老人クラブの方から鎌の使い方や刈り方 
を教えてもらいながら、刈り取りました。次 

に、昨年度体験できなかった 4年生が、稲刈りをしました。刈り取っ 
たもち米は、もちつきやもちまきに使われる予定です。老人クラブの皆様方には、稲刈り
の手助けのみならず、水の管理や草刈りなど多くの作業をお世話になり、そのおかげでこ
の日を迎えることができました。収穫した枝豆もたくさんいただきました。抱えきれない
ほどの恩恵をいただきありがとうございました。 

校内作品展 
１０月２８日の人権参観の日には、校内

作品展も行われました。たくさんの子ど

もたちの力作をご観覧いただきありがと

うございました。 

両荘みらい学園説明会 
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人権学習にご協力ありがとうございました。 
保護者のみなさんにもたくさんのコメントをいただきました。貴重なお話を親 

子でしていただき感謝いたします。抜粋して以下にまとめました。 

にのせました。きちょうなご 

 
 

 
◇各学年の人権学習◇ 

学 年 教 材 名 子どもの感想・コメントなど 

１年生 

みんなたいせつ 

「ひとりじゃないよ」 

困っているときは「困っている」「助けて」と、ともだちに言っ

ていい。 

（お家の人から）みんなが幸せでいられるよう、助けたり助けられたりできるようになっ

てほしいと思いました。親子ですごくいい勉強になりました。 

２年生 

何であかんのやろ 
人のせいでなく、私のせいだということが分かれば、反省し

て素直に謝ろう。また、人の気持ちを考えよう。 

（お家の人から）YouTubeや TikTokがすぐ見られる環境の中では、無責任な動画に影響さ

れがちだが、相手の気持ちを考えて発言していってほしいと思いました。 

３年生 

大切なカード 
みんなたった一つの大切な命だから、助け合って、自由で、

それぞれが素敵に生きていける社会になればいいと思った。 

（お家の人から）自分を大切にするのと同じように他の全ての人々も大切にすべき存在で

あることを忘れてはならないと思います。 

４年生 

いろいろなちがい 
見た目だけで考えず、その人の中身も知り、気持ちを理解し

ながらかかわっていったらいいと思いました。 

（お家の人から）男の子はこう、女の子はこうという枠にとらわれずに、それぞれ違って

いいじゃないかという子どもたちの感覚に頼もしさを覚えるとともに、子どもたちには自

分の意思をしっかりもって、相手を理解できる人に成長してほしいと思いました。 

５年生 

こんなこと あんなこと 

―王様の試みー 

今日は、周りの意見に流されないことや無理に合わせなくて

もいいということを学びました。 

（お家の人から）様々な人や考え方と出会っていく中で自分の意見を主張でき、他の意見

も大切に考えられる･･･そんな人になってほしいと思います。 

６年生 

権利の熱気球 
人それぞれ大切だと思う権利は違うけれども、人の立場や意

見をしっかり聞いて、話し合いを大切にしていきたい。 

（お家の人から）今の私たちがいかに恵まれているかということに感謝しつつ、世界が 14

の権利を持ち続けられるようになればいいと思いました。 

けやき 

やまびこ 

1・2・3年 

ともだちのつくりかた 
ともだちをつくるために「ウソをつかない」ようにしようと

思いました。 

（お家の人から）ウソをついたら、信じてもらえなくなるね。正直に話したら、味方にな

ってくれたり、助けてくれたりするものだから、そうしていこうね。 

けやき 

やまびこ 

4・5・6年 

「私のほこり」 

私の誇りは、工作が得意なところです。 

私の誇りは、前向きで明るいことと優しい心をもっているこ

とです。 

私の誇りは、広島の原爆の怖さを知っていることです。 

（お家の人から）優しくて、いやなことがあっても許すことができる広い心をもっていま

す。そんな自分を大切にしていってほしいと思います。 


